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平成 29年度 第 1回 

 

 

 

宍粟市教育委員会 

 

 

 

 

会  議  録 
                     （要点筆記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  平成 29年 4月 10 日  午後 5時 15分から 

 

場所  宍粟市役所 401 会議室 
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第1回（定例）宍粟市教育委員会会議録 

 

１ 開会・閉会の年月日時及び場所 

平成29年4月10日（月） 午後5時15分 ～ 午後6時00分 

兵庫県宍粟市山崎町中広瀬133番地6 

宍粟市役所 401会議室 

 

２ 会議に出席した者の職氏名 

教育委員 

教育委員  西岡章寿  教育長 杉本健三  委員 

弓削ルリコ 委員 前田純恵  委員 

金本一二  委員  

事務局 

藤原卓郎  教育部長 前田正人  教育部次長 

田路正幸  教育部次長   

山本哲史  学校教育課長  

橋本 徹  教育総務課長 

中尾善弘  こども未来課長 

西林文隆  施設整備課長 藤井康明  社会教育文化財課長 

池本雅彦  学校給食センター所長 福元佳代  教育総務課副課長 

樽本勝弘  市民協働課長 石垣統久  市民協働課副課長 

  

３ 開会 

 西岡教育長が開会した。 

 

４ 教育長職務代理者の指名について 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第13条第2項の規定により、教育長職務代理者はあ

らかじめ教育長が指名する委員がその職務を行うため、教育長が教育長職務代理者として、金本

委員を指名した。 

 

５ 会議の成立宣言 

 出席者数5名となり、西岡教育長が会議の成立を宣言した。 

 

６ 会議録署名委員の指名 

(1) 署名委員は、西岡教育長の指名により、次のとおり決定された。 

弓削委員 

 

７ 前回会議録の承認 

平成28年度第12回（定例）宍粟市教育委員会会議録の承認に関する件 

前回の定例教育委員会における協議事項、報告事項の会議録について、橋本教育総務課長が説
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明し、承認された。 

 

８ 教育長報告 

次の4点について西岡教育長が報告した。 

(1)小学校・中学校の入学式について 

 ４月７日に市内７中学校、13小学校の入学式が挙行され、委員各位にはご出席ありがとうご

ざいました。29年度は、28年度に比べ、小学校全体で59人、中学校全体で87人の減となってい

るが、児童・生徒は元気に希望を持って、これからの学校生活を送ってくれるよう期待してい

る。 

 

(2)平成 29年度教育委員会・学校園所の組織、人事について 

平成 29年度教育委員会事務局の組織、人事については、施設整備課を新設しており、学校規

模適正化、幼保一元化を推進する。 

教育部職員は、正職員・臨時職員を含め、総勢 337名の体制であり、また、県費負担職員 370

名と合わせて 700名強で 29年度はスタートする。 

 

(3)平成 29年度主な取組みについて 

教育環境整備については、はりま一宮小学校統合関連事業、山崎西・山崎南中学校大規模改

修事業及び全中学校に教室用タブレット PC・大型モニターの購入を行い、教育環境の整備を推

進する。学校教育については、昨年度から導入している学習支援ツール活用事業や、放課後が

んばりタイムの拡充などを行い、学力の向上に努める。幼児教育の無償化にかかる段階的な取

り組みとして、多子世帯、ひとり親世帯等の保育料の負担軽減を行っていく。図書館において

は、たつの市を中心とする定住自立圏連携事業の一環として、電子図書館を構築し、インター

ネットにより電子書籍を読める環境整備を図っていく。学校給食センターについては、配送用

コンテナの購入を行い、安全・安心の給食づくりに努めていく。以上のような主な取組みを 29

年度予定している。 

 

(4)学校規模適性化・幼保一元化推進状況について 

  一宮南中学校区の学校規模適正化については、3月 21日の第 9回正副会長会を開催し、遠距

離通学にかかる対策要綱を決定していただいた。今後、29年度最初の協議会を 6月上旬までに

開催する予定となっている。 

幼保一元化については、一宮北中学校区、戸原小学校区では、運営法人の２次募集を３月１

日から行っていたが、１カ月経過した段階で問い合わせもなく、応募が見込めない状況である。

そこで一宮北中学校区の協議会では、平成 31 年４月の開設を目標に協議が進んでいることか

ら、第２次募集の期間を短縮することとし、周知期間を含め４月７日で募集を締め切った。そ

の結果、応募者がなかったので、４月 11 日に戸原小学校区、４月 12 日に一宮北中学校区で協

議会等を開催する予定である。 

 

９ 協議報告事項 
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(1) 宍粟市通学バス管理運行規則の一部を改正する規則について 

(2) 宍粟市教育委員会公印規則の一部を改正する規則について 

(3) 宍粟市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則について 

資料1「宍粟市通学バス管理運行規則の一部を改正する規則」、資料2「宍粟市教育委員会公

印規則の一部を改正する規則」、資料3「宍粟市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する

規則」により、橋本教育総務課長が報告した。 

 

(4) 学校園所組織について 

資料4「平成29年度宍粟市学校園所長等一覧表」により、橋本教育総務課長が報告した。 

 

(5)平成29年度 教育委員会事務局組織について 

資料 5「宍粟市教育委員会組織図」「教育委員会事務局事務分掌表」により、橋本教育総務課

長が報告した。 

 

(6)学校規模適性化・幼保一元化推進状況について 

資料6「学校規模適正化・幼保一元化推進の状況」により、学校規模適正化について橋本教

育総務課長が、幼保一元化について中尾こども未来課長が報告した。 

 

 (7)28年度 3学期小中学校で認知したいじめ事案について 

資料7 「平成28年度3学期『いじめアンケート調査』等に係る報告」により、山本学校教育

課長が報告した。 

  

 (8)学校給食における異物混入の状況について 

  資料 8「平成 28年度学校給食センター異物混入状況及び対策」により、池本学校給食センタ

ー所長が報告した。 

 

(9)その他について 

29年度児童生徒の状況及び学校給食実施計画について 

資料9、資料10「平成29年度宍粟市学校園人数一覧表」「平成29年度小中学校・幼稚園の在籍

者数及びクラス数」等により、橋本教育総務課長が、「平成29年度 宍粟市学校給食実施計画

表」により、池本学校給食センター所長が報告した。 

神戸小学校における耐震診断結果について 

資料11「神戸小学校における耐震診断結果について（報告）」により西林施設整備課長が報

告した。 

29年度教育施設整備等計画について 

資料12「平成29年度教育施設整備等計画」により橋本教育総務課長が報告した。 

宍粟市千種B＆G海洋センターの利用状況の報告について、樽本市民協働課長が報告した。 

 

委員の主な意見及び事務局の説明 
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（前田委員） 

平成 29 年度保育所・認定こども園入所児童数が定員より多い園所がいくつかあるがその対応

予定を教えてほしい。 

（こども未来課長） 

 園所の定員は、各施設の認可届出によるものであり、実際の園所に入れる人数は、入園入所す

る児童年齢により必要な保育士の配置基準、保育室面積により決定する。園所の児童受け入れは

国からは 19％、2 割増しまでは１年間受け入れても可としている。一方、常態化して 2 割増しが

続く場合は、定員の見直しが必要と通達が出ている。いずれにしても、面積基準と保育士の配置

を確認し、適正な配置ができているということで定員を超えた入所を認めている。 

 

（金本委員） 

給食について、29 年度から千種高校の昼食は市学校給食センターからの配食が始まり、今年の

千種高校入学式では、給食開始は単に昼食ということだけではなく、宍粟市が進める食育と連携

した中、教育を進めることが大事であることから、県下公立高校で初の給食開始になったという

校長式辞があった。特に命をいただくこと、地元食材をいただくことの２点を強調して話され、

改めて給食、食育について再認識したので、市においてもその事を忘れず進めてほしい。 

（藤原部長） 

 高校生も非常に大事な成長期であり、千種高校は中高一貫教育の特色がある中、県から中高で

連続した給食も必要であり、食育を通じた教育を地域に知ってほしいと給食提供の依頼があった。

今後も地域の食材を取り入れながら地域を知ってもらうということを進めながら、給食を提供し

ていきたい。 

 

（金本委員） 

千種町内の B＆G プールと認定こども園と図書館は、駐車場が隣接しているため、認定こども

園での行事の時には B&G プール駐車場、図書館駐車場も満車となり駐車しにくいことがあると

聞くが、調整はどのようにされているか。特にこの冬は積雪量も多かったが、今後除雪の調整も

必要と思うが、その事も教えてほしい。 

（前田次長） 

除雪の調整は、教育委員会が主になって取り組む予定である。今年は予想外の積雪であり、こ

れを教訓に建設部との調整等も行い、主として教育部の方で調整していきたいと考えている。駐

車場の使用調整も教育部で調整を行う予定である。特に要望があったのは、常設の図書館の駐車

場ということで、認定こども園との連携が必要ということで、先だっても調整し共同利用できる

ようになっている。また、B&G プールは、認定こども園の向かい側にあるので、同じ市の施設で

あり、駐車場利用の調整ができると考えている。 

 

（弓削委員） 

その他報告として、千種 B&G プールは年間 10,570 人が利用との説明があったが、スポニック

パーク一宮のプールの利用状況を教えてほしい。 

（樽本市民協働課長） 
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スポニックパーク一宮の温水プールは、平成 28 年度は 33,879 名であり、34 千人弱の利用とな

っている。利用者数を前年度と比較すると横ばい状態となっている。 

 

10 次回会議の招集について 

平成29年5月11日（木）午前9時30分から、平成29年度第2回宍粟市教育委員会を開催すると決

定した。 

 

11 閉会 

 金本委員が閉会した。 

 

以上  午後 6時 00分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


